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内容要旨 
【目 的】 
 近年、噛まない・丸呑みのような幼児の食行動の問題が増加しており、
これらは口腔機能に関連している可能性が高い。しかし現在、幼児の口腔
機能を簡便に評価する方法は確立していない。そこで当部門では、ぶくぶ
くうがいを 5 段階に分けた「ぶくぶくテスト」を考案した。本研究では、
「ぶくぶくテスト」が幼児の口腔機能評価として有用であるか検討し、さ
らにその関連因子について調査を行った。 
【方 法】 
 対象は、保育園に通う幼児 182名(男児 98名,女児 84名,3-6歳)とした。
保護者へのアンケートから生育歴、食事の心配事等を調査した。調査項目
は、口腔内診査、「ぶくぶくテスト」、咬合力（Dental Prescale®）、咬筋
厚（みるキューブ®）、咬筋長、舌圧（JMS 舌圧測定器）測定であった。本
研究では咬合力 100N 未満の児および舌圧測定困難だった児を除外した。 
 ぶくぶくテストの判定基準は、スコア 1:口に水が入れられない、スコ
ア 2：口に水を入れることができるがそのまま飲み込む、スコア 3：口に
水を数秒間含めていられる・左右対称にぶくぶくできる、スコア 4：左右
非対称にぶくぶくできるが水が零れてしまう、左右非対称に上手に動かせ
る、とした。また、スコア 1-3 を「左右非対称に動かせない群」、スコア
4,5を「左右非対称に動かせる群」とした。本研究は昭和大学歯学部医の
倫理委員会の承認(2014015)を得て行った。 
【結 果】 
 ぶくぶくテストの結果、スコア別の年齢中央値は、スコア 3：45か月（範
囲：41-54 か月）、スコア 4：57 か月（範囲：51-59 か月）、スコア 5：71
か月（範囲：64-76 か月）であり、年齢と「ぶくぶくテスト」スコアは有
 意に相関していた（p<0.01）。 
 また、アンケートより「左右非対称に動かせない群」は「左右非対称に
動かせる群」に比べて「よく噛んでいない」と答えた保護者が有意に多く
（p<0.05）、「食事で困っていることがある」と答えた保護者が多い傾向に
あった（n.s.）。 
 咬合力・咬筋厚・咬筋長測定の結果、増齢と共に、咬合力は増加傾向、
咬筋厚は一定、咬筋長は増加した。しかし、これらは「ぶくぶくテスト」
スコアとは有意な相関はみられなかった。 
【考 察】 
「ぶくぶくテスト」スコアは増齢と共に上がることから、「ぶくぶくテ
スト」は幼児の口腔機能評価として使用できる可能性が示唆された。 
また、食事に心配事のある児はスコアが低い傾向にあった。そのため、
年齢に比してスコアが低い児に対して、早期から適切な支援を行うことで、
近年増加している食行動の問題解決に繋がる可能性が考えられた。 
さらに、「ぶくぶくテスト」スコアと咬合力、咬筋厚、咬筋長は関連し
ていないことから、幼児の口腔機能評価の際には、咬合力のような筋力だ
けでなく、「ぶくぶくテスト」のような巧緻性の評価も行う必要があると
考えた。 
